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本
書
に
は
、「
キ
エ
フ
進
軍
」「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
運
命
は
、誰
に
も
予
測
で
き
な
か
っ
た
」

（
二
一
頁
）
な
ど
、
二
〇
二
二
年
の
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
関
す
る
描
写
と

見
紛
う
よ
う
な
表
現
が
し
ば
し
ば
出
て
く

る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
は
約
一
〇
〇
年
前
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。「
キ

エ
フ
進
軍
」
は
、
一
九
二
〇
年
五
月
に
ポ
ー

ラ
ン
ド
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
民
共
和
国
の
連
合

軍
が
、
キ
エ
フ
（
キ
ー
ウ
）
を
目
指
し
て
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
地
を
東
に
向
け
て
進
軍
し
た
こ

と
を
指
す
。
そ
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ウ
ク

ラ
イ
ナ
連
合
軍
の
攻
勢
を
受
け
て
、
赤
軍
は

キ
エ
フ
を
防
衛
し
き
れ
ず
撤
退
し
た
が
、
六

月
に
は
キ
エ
フ
は
赤
軍
に
よ
っ
て
再
び
奪
還

さ
れ
た
。「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
運
命
は
、
誰
に

も
予
測
で
き
な
か
っ
た
」
と
は
、
第
一
次
世

界
大
戦
後
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
状
況
に
つ
い
て

の
評
価
で
あ
る
。

　

本
書
の
「
主
人
公
」
で
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド

人
の
ヘ
ン
リ
ク
・
ユ
ゼ
フ
ス
キ
は
、
帝
政
ロ

シ
ア
統
治
下
の
キ
エ
フ
で
生
ま
れ
育
ち
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
語
と
ロ
シ
ア
語
を
話
す
こ
と
が
で

き
た
。
一
八
世
紀
後
半
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割

以
降
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
独
立
国
の
地
位
を

失
っ
て
い
た
が
、
分
割
支
配
を
し
て
い
た
ド

イ
ツ
帝
国
、
ロ
シ
ア
帝
国
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
第
一
次
世
界
大
戦
を
契
機

に
崩
壊
し
た
こ
と
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
独
立
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を
回
復
し
た
。
そ
し
て
独
立
回
復
の
立
役
者

で
あ
っ
た
ピ
ウ
ス
ツ
キ
に
よ
り
見
出
さ
れ
た

の
が
、
一
八
九
二
年
生
ま
れ
で
当
時
二
〇
代

後
半
だ
っ
た
ユ
ゼ
フ
ス
キ
で
あ
る
。
ユ
ゼ
フ

ス
キ
は
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
側
近
の
軍
人
・
政

治
家
と
し
て
頭
角
を
現
し
た
が
、
彼
の
活
動

は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。

　

ユ
ゼ
フ
ス
キ
は
、
芸
術
と
文
学
に
深
く
傾

倒
し
て
お
り
、
特
に
絵
画
と
舞
台
芸
術
の
分

野
で
才
能
を
発
揮
し
た
。
彼
は
ま
た
、
軍
で

の
ス
パ
イ
活
動
を
き
っ
か
け
に
政
治
家
と
し

て
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
人
物
で
あ

り
、
一
九
一
九
～
二
〇
年
に
は
、
ボ
リ
シ
ェ

ヴ
ィ
キ
革
命
の
余
波
が
渦
巻
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
準
軍
事
組
織
で
あ
る

ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
事
組
織
（
Ｐ
Ｏ
Ｗ
）
の
東
方

司
令
部
で
、
対
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
諜
報
活
動

を
指
揮
し
た
。
彼
は
さ
ら
に
、一
九
二
〇
年
、

独
立
を
宣
言
し
て
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
民

共
和
国
政
府
の
内
務
副
大
臣
に
抜
擢
さ
れ
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
つ
な
ぐ
役
目

を
担
っ
た
。
そ
の
後
、
赤
軍
に
よ
る
キ
エ
フ

奪
還
も
あ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
一
九
二
二
年

に
成
立
し
た
ソ
連
に
組
み
込
ま
れ
る
が
、
ユ

ゼ
フ
ス
キ
と
そ
の
同
志
た
ち
は
、「
ソ
連
の

支
配
下
に
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
び
と
は
独

立
国
家
を
持
つ
に
値
す
る
民
族
だ
」
と
い
う

考
え
を
抱
き
続
け
た
（
一
三
頁
）。

共
産
主
義
と
民
族
主
義
へ
の
抵
抗

　

ユ
ゼ
フ
ス
キ
の
政
治
活
動
で
注
目
に
値
す

る
の
は
、
ヴ
ォ
ウ
ィ
ン
実
験
と
プ
ロ
メ
テ
ウ

ス
運
動
で
あ
る
。
ヴ
ォ
ウ
ィ
ン
は
、
戦
間
期

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
東
端
の
地
で
、
境
界
地
帯
で

あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
約
一
五
〇
万
人
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
系
住
民
（
全
住
民
の
約
七
〇
％
）

と
約
二
〇
万
人
の
ユ
ダ
ヤ
系
住
民
が
暮
ら
し

て
お
り
、
少
数
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
統
治
し

て
い
た
。
ユ
ゼ
フ
ス
キ
は
、
一
九
二
八
年
か

ら
ヴ
ォ
ウ
ィ
ン
県
知
事
を
務
め
、
ヴ
ォ
ウ
ィ

ン
実
験
に
着
手
し
た
。
そ
れ
は
、
ヴ
ォ
ウ
ィ

ン
に
暮
ら
す
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

人
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
差
異
を
受
け
入
れ
、
特
に

多
数
派
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
系
住
民
に
譲
歩
す
る

こ
と
で
、
彼
ら
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
に
統
合

す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
著
者
の

ス
ナ
イ
ダ
ー
に
よ
れ
ば
、
ユ
ゼ
フ
ス
キ
の
考

え
る
近
代
国
家
は
「
近
代
の
民
族
主
義
思
想

が
拒
絶
し
た
二
つ
の
伝
統
を
宿
す
も
の
だ
っ

た
。
一
つ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
啓
蒙
主
義
、
も

う
一
つ
は
、
か
つ
て
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
＝
リ
ト

ア
ニ
ア
共
和
国
（
一
五
六
九--

一
七
九
五

年
）
が
敷
い
た
共
和
制
で
あ
る
。
…
…
ユ
ゼ

フ
ス
キ
は
そ
の
気
高
い
共
和
制
を
近
代
的
な

共
和
国
の
手
本
と
考
え
た
」（
一
一
〇
頁
）。

ユ
ゼ
フ
ス
キ
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
自
治
権
を
認

め
る
こ
と
で
彼
ら
の
忠
誠
を
得
た
ポ
ー
ラ
ン

ド
＝
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
の
統
治
の
あ
り
方

を
、
二
〇
世
紀
に
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
た
。

　

プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
運
動
は
、
国
境
を
越
え
た

反
共
産
主
義
運
動
で
、
ソ
連
を
滅
ぼ
し
、
そ

の
構
成
諸
共
和
国
か
ら
独
立
国
を
生
み
出
す
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こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
の
共
産
主
義
政
党
を
使
っ
て
み

ず
か
ら
の
利
益
を
守
ろ
う
と
す
る
モ
ス
ク
ワ

に
対
し
て
、
ソ
連
の
各
地
で
く
す
ぶ
る
民
族

問
題
に
つ
け
込
む
こ
と
で
共
産
主
義
の
基
盤

を
突
き
崩
そ
う
と
い
う
企
て
」
で
あ
っ
た

（
七
五
頁
）。
例
え
ば
、
パ
リ
に
拠
点
を
置
い

て
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
民
共
和
国
の
亡
命
政

府
は
、「
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
錚
々
た
る
策
士
た

ち
」
と
と
も
に
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
運
動
に
集

ま
っ
た
「
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
独
立
国
家
建

設
の
夢
を
砕
か
れ
て
国
外
に
逃
れ
た
被
抑
圧

民
族
の
亡
命
愛
国
主
義
者
た
ち
」
の
一
つ
で

あ
っ
た（
七
五
頁
）。一
九
二
七
年
に
は
、ポ
ー

ラ
ン
ド
で
、
極
秘
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
民
共
和

国
の
軍
隊
も
再
編
さ
れ
て
い
る
。

　

ユ
ゼ
フ
ス
キ
の
ヴ
ォ
ウ
ィ
ン
実
験
と
プ
ロ

メ
テ
ウ
ス
運
動
は
結
び
付
い
て
い
た
。
ヴ
ォ

ウ
ィ
ン
実
験
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
が
折
り
合
え
る
領
域
を
拡
大
す
る

こ
と
に
加
え
て
、
貧
し
い
小
作
農
家
が
多

く
、
ソ
連
か
ら
の
影
響
も
受
け
や
す
い
と
考

え
ら
れ
た
ヴ
ォ
ウ
ィ
ン
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
系
住

民
の
間
の
共
産
主
義
思
想
を
排
除
す
る
目
的

も
込
め
ら
れ
て
い
た
。「
こ
れ
こ
そ
が
ユ
ゼ

フ
ス
キ
の
使
命
だ
っ
た
。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が

一
九
二
八
年
に
ユ
ゼ
フ
ス
キ
を
ヴ
ォ
ウ
ィ
ン

に
送
り
込
ん
だ
の
は
、
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
産

党
の
息
の
根
を
、
そ
の
活
動
拠
点
で
止
め
る

た
め
だ
っ
た
」（
一
二
〇
頁
）。

　

ユ
ゼ
フ
ス
キ
は
左
派
の
思
想
を
持
っ
て
い

た
が
、断
固
と
し
た
反
共
産
主
義
者
で
あ
る
。

そ
し
て
、
彼
の
反
共
産
主
義
は
、
現
実
の
経

験
に
根
差
し
て
い
た
。
特
に「
キ
エ
フ
進
軍
」

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が

占
領
し
て
い
た
街
を
再
び
掌
握
し
た
と
き
、

彼
は
、
ロ
シ
ア
の
政
治
警
察
チ
ェ
ー
カ
ー
に

よ
っ
て
多
数
の
Ｐ
Ｏ
Ｗ
の
諜
報
員
が
連
行
さ

れ
、
拷
問
を
受
け
、
処
刑
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
知
っ
た
。
こ
の
経
験
は
、
彼
を
打
ち
の
め

し
、
生
涯
に
わ
た
り
苦
し
め
た
が
、
そ
れ
を

通
し
て
、
彼
は
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
と
は

新
手
の
「
大
規
模
な
テ
ロ
ル
で
あ
り
…
…
計

画
性
と
専
門
知
に
よ
っ
て
整
然
と
機
能
す
る

不
変
の
管
理
体
制
」
で
あ
る
と
明
確
に
見
抜

い
た
（
三
一
頁
）。

　

ユ
ゼ
フ
ス
キ
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
独
ソ
に

分
割
占
領
さ
れ
た
一
九
三
九
年
か
ら
一
三
年

以
上
に
及
ぶ
地
下
活
動
の
後
、
五
三
年
に

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
共
産
主
義
体
制
の
公
安
警
察

に
逮
捕
さ
れ
た
。
ユ
ゼ
フ
ス
キ
は
終
身
刑
を

言
い
渡
さ
れ
た
も
の
の
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
限

定
的
な
自
由
化
が
進
ん
だ
五
六
年
に
「
医
学

上
の
理
由
」
で
釈
放
さ
れ
、
そ
の
後
は
当
局

の
監
視
の
下
で
芸
術
家
と
し
て
の
人
生
を

送
っ
た
。

「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
史
観
」
の
相
対
化

　

本
書
の
大
き
な
意
義
は
、
現
在
の
主
権
国

家
、
国
民
国
家
の
枠
組
み
か
ら
外
れ
る
歴
史

や
歴
史
上
の
人
物
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
読

者
に
促
す
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
は
、
近
年
の
思
想
史
や
帝
国
史
研
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究
な
ど
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
、
歴
史

的
な
人
物
や
組
織
の
「
想

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン

像
力
」
に
つ
い

て
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

　

そ
う
し
た
特
長
は
、
ス
ナ
イ
ダ
ー
の
他
の

著
書
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
赤
い
大

公
―
―
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
東
欧
の
二
〇
世

紀
』
で
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
ス
タ
ー
リ
ン
の
狭

間
で
自
ら
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
王
と
な
り
、
ハ
プ

ス
ブ
ル
ク
帝
国
を
再
興
す
る
こ
と
を
夢
見
た

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

の
生
涯
が
描
か
れ
る
。「
赤レ

ッ
ド
・
プ
リ
ン
ス

い
大
公
」
と
呼

ば
れ
た
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
独

立
の
た
め
に
戦
う
だ
け
で
な
く
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
人
と
し
て
生
き
る
道
も
選
ん
だ
。

　

ス
ナ
イ
ダ
ー
に
と
っ
て
、
ヴ
ォ
ウ
ィ
ン
実

験
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
権
力
に
よ
っ
て
葬

ら
れ
た
歴
史
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
で
も
あ

る
。「
現
在
で
は
『
ヴ
ォ
ウ
ィ
ン
実
験
』
は

忘
れ
去
ら
れ
、
と
い
う
よ
り
も
意
図
的
に
、

歴
史
の
影
に
葬
ら
れ
て
い
る
」。
つ
ま
り
、

ユ
ゼ
フ
ス
キ
の
試
み
は
戦
後
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

共
産
主
義
体
制
に
は
都
合
の
悪
い
も
の
で
あ

り
、
体
制
側
は
そ
れ
を
「
丸
ご
と
歴
史
の
屑

か
ご
に
投
げ
捨
て
て
隠
滅
し
た
の
だ
。
公
安

警
察
に
と
っ
て
、
勝
利
を
お
さ
め
た
の
は
新

し
い
秩
序
で
あ
り
、
過
去
の
秩
序
は
忘
れ
去

ら
れ
る
べ
き
だ
っ
た
」（
四
頁
）。

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
は
、ス
ナ
イ
ダ
ー
が
、

『
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ー
ス
―
―
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の

歴
史
と
警
告
』
で
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
史
に
お

け
る
「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
中
心
史
観
」
を

批
判
し
た
の
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
や
や

長
く
な
る
が
引
用
す
る
。

　
「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
ず
っ
と
記
憶
さ

れ
て
き
た
の
に
対
し
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
ほ

と
ん
ど
は
概
ね
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
。
第
二

次
世
界
大
戦
後
、
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
ア
ウ

シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
な
さ
れ
た
悪
の
実
際
の

規
模
を
著
し
く
小
さ
な
も
の
に
見
せ
る
の

で
、
比
較
的
扱
い
や
す
い
象
徴
で
あ
り
続
け

て
い
る
。
…
…
同
様
の
理
由
か
ら
、
ア
ウ

シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
戦
後
の
ソ
連
、
今
日
の

共
産
主
義
国
家
崩
壊
後
の
ロ
シ
ア
で
も
、
都

合
の
よ
い
象
徴
だ
っ
た
。
仮
に
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
が
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
収
斂
す
る
な
ら

ば
、
ド
イ
ツ
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
大
量
殺
戮

が
、
実
は
ソ
連
が
直
前
ま
で
占
領
し
て
い
た

場
所
で
始
ま
っ
た
こ
と
を
容
易
に
忘
れ
ら
れ

る
か
ら
だ
。
…
…
東
方
で
の
大
量
殺
戮
の

手
法
は
、
何
万
人
も
参
加
さ
せ
る
必
要
が

あ
っ
た
し
、
何
十
万
人
に
も
目
撃
さ
れ
て
い

た
。
…
…
仮
に
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
が
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ツ
の
み
と
重
ね
合
わ
さ
れ
る
な
ら
、

こ
う
し
た
経
験
も
ま
た
歴
史
や
記
念
式
典
か

ら
除
外
し
う
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ア

ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
市
民
が

寄
与
し
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
、
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
の
な
か
の
数
少
な
い
部
分
の
一
つ
で
あ

る
」（
下
巻
、
三
～
五
頁
）。

　

こ
う
し
て
歴
史
を
掘
り
起
こ
す
試
み
は
、

歴
史
研
究
と
し
て
意
義
を
持
つ
だ
け
で
な

く
、
現
在
の
世
界
を
理
解
す
る
た
め
に
も
有

益
で
あ
ろ
う
。
●




